
令和元年第１３回教育委員会会議録
（要点筆記）

開 催 日 令和元年１１月２２日（金）

開催場所 名寄市役所 名寄庁舎 大会議室

教育長及び教育委員

教育長 小 野 浩 一

委員 松 田 潤 子（欠席）

委員 髙 橋 雅 樹

委員 中 枝 範 子

委員 梅 野 新（欠席）

教育委員会事務局・その他機関の長等説明員

教育部長 河 合 信 二

学校教育課長 荒 井 昭 典

参事（指導主事）付主査 櫻 田 和歌子

生涯学習課長 伊 藤 慈 生

生涯学習課主幹 鷲 見 良 子

智恵文公民館長 紀國谷 康 子

風連公民館主幹 中 山 勇 人

児童センター館長 芝 野 美 記

北国博物館長 吉 田 清 人

市立名寄図書館長 鈴 木 カヲル

なよろ市立天文台長 村 上 恭 彦

学校給食センター所長 小笠原 弘

学校教育課総務係長 伊 藤 富貴子

傍 聴 人 ０名

開 会 午後２時58分

会議録署名委員の指名

髙橋委員

別紙のとおり会議の顛末を記載し、その相違なきことを証するため、ここに署名委員ととも

に署名する。

教 育 長

署名委員



教育行政報告

教育長より教育行政について報告

１ 令和元年度上川管内教育委員会連合会第２回委員研修会について

・10月29日～10月30日東神楽町において開催

・教育長及び松田委員、髙橋委員、中枝委員参加

・「ＩＣＴも活用した学校の日常改善」～情報化の急展開にどう対応するか～と題して、前札

幌市立屯田小学校長の新保元康氏より講演

２ 市内小学校の学習発表会について

・10月26日中名寄小学校、11月２日智恵文小学校を最後に本年度の名寄市内小学校の学習発表

会が終了。各委員の参観にお礼申し上げる

３ 令和元年度北海道都市教育長会秋季定期総会の開催について

・11月６日帯広市において開催

・令和２年度負担金及び令和３年度文教施策に対する要望事項等について協議

４ 令和元年年度当初人事（校長・教頭）に係る教育長協議について

・11月21日上川教育局において開催

・令和２年度異動対象者等について協議

５ 11月の名寄市内小中学校長会・教頭会の開催について

・11月19日名寄庁舎大会議室において開催

・適切な進路指導について、進路指導も決定の段階に入る。あくまでも進路の決定は本人と親

であるというのが原則。基本的に進路指導と生徒指導は切り離して考えるよう要請

・ラインによるいじめへの対応について、基本は子どもたちの人間関係の把握である。十分気

を配り、教育相談等を通して早期発見に努めて欲しい

・飲酒運転や体罰の根絶に向けての取組について、年末に向けて飲酒の機会が増える、教職員へ

の指導をお願いしたい。また、体罰はいかなる理由があれども許されない行為である。先生方

の自覚を促すよう指導要請

・第31回野馬追いの里マラソン大会について、11月30日から12月１日にかけて、福島県南相馬

市で開催される大会へ児童生徒８名、引率４名が参加。橋本副市長が団長として参加

・次年度の全国学力・学習状況調査への対応について、次年度はＡ問題、Ｂ問題が一体となって

出題される２年目である。次年度に向けて児童生徒へのきめ細やかな対応を要請

・学校力向上に関する実践事業の指定について、10年間継続されていたが、次年度以降これまで

の事業内容が見直されることになった。様々な課題が生じてきているが、新しい事業へのスム

ーズな移行のため、名寄市の現状を踏まえた対応をお願いしたい

会務報告 教育部長から、前回の教育委員会議以降本日までの会務を報告

協議事項

議案第１号 名寄市公民館条例の一部改正について

〔生涯学習課長〕公民館と文化センターが一体となった施設であるため、貸館運営を社会教育法

の元で実施してきたが、市民ニーズに柔軟に対応できる運営体制とするため、条例を一部改

正しようとする



〔教育長〕意見はないか

意義なく承認

議案第２号 消費税及び地方消費税の税率の引上げに伴う関係条例の整備に関する条例の制定につ

いて

〔教育部長〕税率の引上げに応じて各社会施設、体育施設の使用料を変更する。関係する全

ての条例を名寄市議会第４回定例会に諮り、令和２年４月１日より適用しようとする

〔教育長〕意見はないか。

異議なく承認

議案第３号 令和元年度教育委員会所管予算に係る補正について

〔教育部長〕補正内容について説明

〔教育長〕意見はないか。

異議なく承認

連絡事項等は省略

閉 会 午後４時17分


